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近年、ディープシーケンス法などにより、ヒトの遺伝性疾患に関連する変異やレアバリア
ントが次々に明らかになっているが、それらが生体に与える影響の評価は一部にとどまってい
る。ゼブラフィッシュやメダカは、これら数多くの変異の機能解析の手段の一つとして、近年
脚光を浴びている。本セミナーでは、小型魚類研究の最新の動向とともに、筋疾患を引き起こ
すミオスタチン変異体と、糖尿病を引き起こすレプチン受容体変異体について紹介する。


